
ダイワならではの商品ラインアップ iDeCoでの資産運用について

商品ラインアップのポイント　
●投資対象を先進国の株式・債券とする投資信託に加え、REIT(不動産投資信託）や新興国の株式を対象とす

るものも加えることで、国際的な「資産分散」が可能。
●売買手数料０円、信託財産留保額０円とし、「運用管理費用（信託報酬）が低水準な投資信託」を中心に構成

することで、「長期投資」における運用コスト低減も可能。

「ダイワのiDeCo」は、投資の三大原則である「長期・積立・分散」の特性を活用して、老後の資産形成のため、
初心者から投資経験者に至るまで、幅広いニーズにお応えする商品をラインアップしました。 投資の三大原則は、❶長期、❷積立、❸分散です。

投資の三大原則によって、価格変動のブレ幅を小さくすることができます。
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【初心者向けラインアップ】  あらかじめ定められた資産配分で分散投資とメンテナンスを行う運用商品

【中級者向けラインアップ】 ご自身で投資対象や運用比率を決め分散投資やメンテナンスを行う運用商品

【上級者向けラインアップ】「市場全体を上回る」・「特定の地域に投資する」ための運用商品

投資元本を確保するための商品
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DCダイワ・ワールドアセット（六つの羽／安定コース）

DCダイワ・ワールドアセット（六つの羽／６分散コース）

DCダイワ・ワールドアセット（六つの羽／成長コース）

DCダイワ日本株式インデックス

フィデリティ・日本成長株・ファンド

ひふみ年金

大和住銀DC外国株式ファンド

ダイワ米国厳選株ファンド-イーグルアイ-Bコース（為替ヘッジなし）

UBS中国株式ファンド

ブラックロック・インド株ファンド

ダイワ・ロシア株ファンド

ダイワ・ブラジル株式ファンド
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DC・ダイワJ-REITオープン

大和証券投資信託委託

大和証券投資信託委託

大和証券投資信託委託

大和証券投資信託委託

フィデリティ投信

レオス・キャピタルワークス

大和住銀投信投資顧問
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UBSアセット・マネジメント
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値動きの異なる商品に分散
投資すると価格変動のブレ幅
を抑えることができます。

●❸

自分で行うことは
分散だけです
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長期投資すると価格変動の
ブレ幅が小さくなります。
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100万円

72万円

173万円

５年後

100万円

185万円

321万円

20年後

にはいると・・・

1985年以降の各年に、毎月同額ずつ国内外の株式・債券に投資し、
保有期間を経過した時点での運用結果を集計したもの（出所：金融庁）

長期投資による価格変動のブレ幅軽減

積立投資が
自動でできます

積立投資すると
購入価格が平準化します。

●❷

にはいると・・・

分散投資による価格変動のブレ軽減

投資収益率（年率）

投資収益率（年率）

※当時例は手数料等を考慮していない仮定の数値であり、
また将来の投資結果を予測・保証するものではありません。
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積立投資による購入価格の平準化
Aさん（毎月５万円ずつ投資、8ヶ月合計40万円）と
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